2006年度ブロック宣教司牧計画評価

（三重北勢ブロック）
１．四旬節、待降節の黙想会と共同回心式

　　　各小教区で決めた黙想会と共同回心式をブロックでの調整・協力のもとに

実施できた。ブロックの神父様との交流も含め大変良かったので来年以降も
継続する。
２．ブロック主催の聖書講座、講演会
　　　各講座とも100名を越す参加者があった。年々参加者は増加傾向にある。
時間が短いとの声も多数あった。特に著名な神父様の場合、地域を越えて
参加者が多かった。2007年も6月に聖書講演会を開催する予定である。
３．ブロック交流親睦会
　　　北勢ブロックでは小教区持ち回りでブロック交流親睦会を行っている。
2006年度は桑名教会担当で行い、200名以上の参加者があった。ミサ後、
昼食会・自由参加のゲームが行われ、秋の一日を楽しんだ。
一昨年前に行っていたありきたりの観光バスツアーを止め、各小教区の個性
あるアイデアによる交流親睦会に変更したことで更に交流が盛んになった。
今後も継続していく。
４．夏季子ども練成会
　　　多数とは言いがたいが、年々参加者が増えている。神父様、修道女をはじめ、

多数の方々の協力で子ども達の心に残る行事になってきている。2007年の
計画も進んでいる。
５．バルデス神父様（桑名）司祭叙階50周年（金祝）のお祝い
　　　桑名教会のみでお祝いする予定であったが、ブロックの各小教区からも多数
　　　の参加(158名)があった。北勢ブロックとしてお祝いすることができたことは
大きなお恵みであり、大変有意義であった。
６．代表者会議

　　　三重カトリック協議会の出席（年3回）、および北勢ブロック代表者会議
（年５回）を開催し、各会議とも真剣かつ和やかに、問題を持ち寄り協議した。

以前のような形式的な報告のみではなく共同宣教司牧に関する内容で中身の
ある会議となった。

